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概要
辞書間における対応付けとは，複数の辞書にタグ
付けされたコーパスを利用し，辞書同士の対応を
とることである．本研究では，事前学習モデルの
BERTを用いて，『岩波国語辞典』の語義と『分類語
彙表』の分類番号の対応付けを行う．BERTを用い
た対応付け方法として，BERTを使用した教師なし
の手法と，BERT の fine-tuning を使用した手法の 2
つを提案する．実験では，2つの提案手法と比較手
法として最多出現語義の F値を算出し対応の性能を
評価した．実験結果として，提案手法の両方で比較
手法の性能を上回る結果となった．

1 はじめに
世の中には国語辞典だけでも多くの種類の辞書が

存在するが，それぞれの辞書で語義やその粒度が一
致しているとは限らない．辞書同士で語義の対応を
とることにより，語義を整理することができると考
える．また，辞書同士の対応を人の手作業で行った
場合，辞書の数が多いほどかなりの時間と人手が必
要になる．そのため，自動的に対応をとることが可
能であれば，人員や時間の削減につながる．
そこで本研究では，対応付けのアプローチ方法に

事前学習モデルの BERTを採用し，『岩波国語辞典』
と『分類語彙表』によりタグ付けされた『現代日本
語書き言葉均衡コーパス』[1, 2, 3]を利用して，語義
タグと分類番号の対応をとる．BERTを用いた手法
として，BERTを使用した教師なしの手法と BERT
を fine-tuningした手法を提案する．また，実験では
F値を対応付けの性能の指標とし，『岩波国語辞典』
の語義と『分類語彙表』の分類番号の対応付けの評
価を行う．

2 関連研究
近年，事前学習モデルが自然言語処理タスクで
最先端の性能を達成している．その中でも，2019
年に Devlin ら [4] によって考案された Bidirectional
Encoder Representations from Transformers（BERT）と
いう事前学習モデルが自然言語処理のタスク
11 種類で最高の性能を達成し，広く使われてい
る．BERT は Vaswani ら [5] によって提案された
Transformerを双方向に接続することで構成されてい
る．Transformerは従来の一般的なニューラルモデル
で使われる Encoder-Decoder形式の畳み込みニュー
ラルネットワークや再帰ニューラルネットワークを
用いず，注意機構のみで構成されたモデルである．
現在では，この BERTをもとにした ELECTRA[6]や
RoBERTa[7]，ALBERT[8] などのモデルも多く提案
されている．
対応付けに関する研究として，Bilingual Word

Embeddings（BWE）の単一言語マッピングの手法を
用いた研究がある．単一言語マッピングの手法は，
あらかじめ 2言語それぞれで単語の分散表現を作成
しておき，言語間で意味が似ている分散表現が近づ
くように共通ベクトル空間に変換することで対応
をとる手法である．Mikolov[9]らは，幾何学的関係
が言語間で類似していることを主張し，線形射影に
よってある言語のベクトル空間を別の言語のベク
トル空間に変換することの可能性を示唆した．さら
に，平林ら [10]は，BWEの単一言語マッピングの
手法を用いて，本研究と同じ岩波国語辞典の語義タ
グと分類語彙表の分類番号の対応付けを行った．語
義タグのベクトル空間から分類番号のベクトル空間
への線形変換を学習した後，語義タグの分散表現に
学習した線形変換を適用し，分類番号のベクトル空
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間に変換することで対応をとった．また，単語の分
散表現の作成には言語ごとに学習した word2vecを
利用している．　

3 提案手法
本研究では，『岩波国語辞典』の語義 (以下語義タ

グと略す)と『分類語彙表』の分類番号 (以下分類番
号と略す) を対応付けするために BERT を用いて，
「暫定の対応」をとる．そして，「暫定の対応」を利
用することで「確定の対応」をとる．

3.1 岩波国語辞典の語義タグ
『岩波国語辞典』では，単語の語義ごとに表 1に示
すような語義タグが付与されている．語義タグは，
[見出し ID]-[複合語 ID]-[大分類 ID]-[中分類 ID]-[小
分類 ID]で構成されている．例として，「手」という
単語は表 1のような意味ごとに異なる語義タグが付
与されている．また，本研究において複合語を無視
しているため複合語 IDの値は必ず 0である．

表 1 岩波国語辞典における「手」
語義タグ 意味

34626-0-1-1-0 <1>人体の，方から先にある部分．

34626-0-1-1-1
<ア>人（擬人的に動物）の両肩から出た
部分の全体．「―を広げる」

34626-0-1-2-0 手 (1)に関係する次のもの．
34626-0-1-2-1 方法．手段や策略．

...
...

3.2 分類語彙表の分類番号
『分類語彙表』とは，国立国語研究所によって作成
された，「語を意味によって分類や整理した類義語
集」である．『分類語彙表』のレコード (1つのデー
タ)を構成する項目は，「レコード ID番号/見出し番
号/レコード種別/類/部門/中項目/分類項目/分類番号/
段落番号/小段落番号/語番号/見出し/見出し本体/読
み/逆読み」となっている．分類番号は，レコードを
構成する項目のうち「類/部門/中項目/分類項目」に
よって表される．

1つの単語が複数の分類項目に分類されることが
あり，その単語は複数の分類番号を持つため多義語
であるとみなせる．例えば．「手」という単語は表 2
に示すように「人間」としての意味，「手足・指」と
しての意味，「方法」としての意味などといった複
数の分類項目に分類されるため多義語の 1 つであ
る．　　

表 2 『分類語彙表』における「手」
文例 類 中項目 分類項目 分類番号

手が足りない 主体 人間 人間 1.2000
この手がある 活動 心 方法 1.3081
手を伸ばす 自然 身体 手足・指 1.5603

3.3 BERTを用いた暫定の対応付け
「暫定の対応」付けでは，BERTに語義タグもしく
は分類番号が付与されている単語を含む文を入力
し，タグが付いている単語の分散表現を取得し，対
応付けに利用する．BERTを使用した教師なしの手
法では，語義タグが付与された単語の分散表現と分
類番号が付与された単語の分散表現として，BERT
の出力ベクトルを使用し，コサイン類似度による
語彙の対応をとる．BERTの fine-tuningの手法では，
BERT にタグが付いた 2 文を入力し，(1) 語義タグ
が付与された単語と (2)分類番号が付与された単語
の BERTの出力ベクトルを連結して最終層の入力と
し，(1)(2)が同じ意味かどうかの二値分類を行って
fine-tuningを行った．
対応付けにおいて語義タグと分類番号の粒度の違
いから，1つの語義タグに対して複数の分類番号が
対応する場合が存在する．対応付けを行っていくに
あたり，BERTを使用した教師なしの手法と BERT
の fine-tuningを用いた手法で得られる対応は「暫定
の対応」となる．

3.4 確定の対応
「暫定の対応」を確定させるために「全部列挙」と

「多数決」という 2つの対応方法を用いる．
(I)全部列挙
語義タグに対応する可能性のある全ての分類番
号を対応するものとして扱うことで，語義番号
と分類番号の対応をとる方法である．　　　　
　　

(II)多数決
語義タグに対応する可能性のある分類番号の中
で，最も多く出現した分類番号を対応するもの
として扱うことで，語義番号と分類番号の対応
をとる方法である．また，「多数決」の手法に
おいては，最も多く出現した分類番号が複数存
在する (同率 1位)場合がある．その時は，最も
多く出現した複数の分類番号全てを語義タグに
対応するものとして扱う．
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4 実験
本研究では，コーパスとして『現代日本語書き言

葉均衡コーパス』(BCCWJ)を使用して実験を行う．
BCCWJには岩波国語辞典の語義と分類語彙表の分
類番号が付与されているが，付与されている部分は
ごく一部を除き異なっている．また BERT は日本
語の Wikipediaのデータを用いて学習された，東北
大学が公開している BERTを用いる．実験では，東
北大学の BERT を用い，前述の教師なしの手法と
fine-tuningを利用した手法を用いて語義タグと分類
番号の対応付けを行う．そして，比較手法として単
語に最も付与された『分類語彙表』の分類番号を単
語の各語義の分類番号とする最多出現語義 (MFS)を
採用し，2つの提案手法と比較する．

4.1 BERTの教師なしの手法の対応付け
BERTを使用した教師なしの手法を用いた対応付

けでは，以下のステップに従って対応付けを行う．
ここで用いる BERTは fine-tuningしていない既存の
モデルである．

1. 語義タグが付いている BCCWJと，分類番号が
付いている BCCWJに分けて次の処理を行う．
(a) BCCWJの中から，語義タグ/分類番号が付
いている単語を含む文を取得する．

(b) 取得した文を分かち書きして BERTに入力
し，語義タグ/分類番号が付いている単語の
分散表現を取得する．

2. 語義タグが付いている単語と分類番号が付いて
いる単語のうち，同じ単語を含む文の集合を作
り，文ごとに語義タグが付いている単語を基準
に分類番号が付いている単語に対して分散表現
のコサイン類似度を求める．そして，コサイン
類似度の値が最も大きい分類番号を，基準とし
た文の単語に付いている語義タグに対応する分
類番号 (暫定)とする．

3. 2で求めた対応は，1つの文に含まれる語義タ
グの付いている単語に対しての対応であるた
め，語義タグが付いている単語を含む文の数だ
けその単語に対する対応が得られる．そのた
め，2で求めた対応は暫定としている．

4. 最後に，「暫定の対応」を確定させるために「全
部列挙」と「多数決」の方法を用いる．

4.2 fine-tuningした BERTによる対応付け
BERTの fine-tuningの手法では，語義タグが付い
ている BCCWJを用いて訓練データを作成し，BERT
の fine-tuningを行い，テストデータで語義タグと分
類番号が対応しているか否かの二値分類のタスクを
解くことで対応付けを行う．この際，同じ単語に対
して語義タグが付いた 2 つの文の組み合わせを訓
練データとして fine-tuningを行った．学習時のパラ
メータは事前実験によって決定し，学習率 0.0001，
epoch数 30，最適化関数は SGD，損失関数はクロス
エントロピー誤差を用いた．また，開発データおよ
びテストデータには，同じ単語に対して語義タグが
付いた 1文と分類番号が付いた 1文の計 2文の組み
合わせを用いた．それに加えて，語義タグと分類番
号の対応の正解データとして，『分類語彙表』と『岩
波国語辞典第五版タグ付きコーパス 2004』の対応表
[11]を利用した．
訓練データ，テストデータ，開発データの BERT
に入力する 2文の組み合わせやデータの件数，2つ
の文のタグが対応するかどうかの二値の内訳を表
3に示す．タグ構成は，1文目と 2文目に含まれる
タグが語義タグか分類番号なのかを表している．訓
練データには語義タグ同士が同じ語義かどうかの
情報のみを利用し，語義タグと分類番号の対応は利
用していないことに注意されたい．また，表 3にお
いて，入力する 2つの語の意味が同じ場合は対応あ
り，異なる場合は対応なしとした．訓練データはあ
る単語に付与された語義タグの種類ごとに最大 2文
の代表文をランダムに選択し，その組み合わせで作
成する．付録の図 1に「一緒」を例とした訓練デー
タの作成例を示す．テストデータは単語ごとで単語
に付与されている語義タグと分類番号の全ての組み
合わせで作成する．

表 3 fine-tuningにおけるデータの詳細
タグ構成 対応あり 対応なし 合計

訓練 語義タグ/語義タグ 6886 14334 21220
テスト 語義タグ/分類番号 76549 114954 191503
開発 語義タグ/分類番号 3922 6078 10000

BERTがテストデータに対して出力する二値分類
の値は，語義タグと分類番号の「暫定の対応」であ
るため，最終的な対応は BERTを使用した教師なし
の手法と同様に「全部列挙」手法と「多数決」手法
で求める．　
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4.3 対応付けの評価
本研究では，語義タグを基準にして対応する分類

番号を定めているため，語義タグが付与された形態
素のみに対しての「確定の対応」に限定して評価を
行う．したがって．語義タグを付与された形態素が
分類番号を付与された語彙素に存在しない場合，そ
の語義タグに対する分類番号の対応は「存在しな
い」として扱うこととした．
評価には F 値を用いる．F 値は予測した結果の
評価尺度の 1つであり，適合率 (precision)と再現率
(recall)から算出される．

5 実験結果
BERT を使用した教師なしの手法と BERT の

fine-tuningを用いた手法では，どちらも「暫定の対
応」を取った後に「全部列挙」と「多数決」の方法
で「確定の対応」を求め，それに対して F 値を算
出した．BERTを使用した教師なしの手法の「全部
列挙」と「多数決」に加えて，比較手法の MFS の
対応付けの評価結果を表 4に示す．そして，BERT
の fine-tuningを用いた手法の「全部列挙」と「多数
決」，および比較手法のMFSの対応付けの評価結果
を表 5に示す．表 4と表 5の太字の値の部分は，適
合率，再現率，F値それぞれで，最も高い値のもの
を示している．BERTを使用した教師なしの手法で
最も高い F値は「全部列挙」方法での 0.60，BERT
fine-tuningを使用した手法で最も高い F値は「多数
決」方法での 0.63という結果となった．それに対し
て比較手法の F値は 0.50であった．

表 4 BERTの教師なし手法での対応付けの結果
全部列挙 多数決 MFS

適合率 0.60 0.65 0.53
再現率 0.61 0.54 0.47

F値 0.60 0.59 0.50

表 5 BERTの fine-tuning手法での対応付けの結果
全部列挙 多数決 MFS

適合率 0.51 0.58 0.53
再現率 0.77 0.69 0.47

F値 0.62 0.63 0.50

6 考察
実験の結果から，BERTを使用した教師なしの手
法と BERTの fine-tuningを用いた手法の両方で，比
較手法の MFSの結果を上回った．なお，それぞれ
の提案手法の「全部列挙」と「多数決」の F値の差
に大きな違いはなかった．
提案手法のどちらの結果も，適合率は「確定の対
応」を「多数決」でとる方が「全部列挙」でとるより
も高くなっており，それに対して再現率は「確定の
対応」を「全部列挙」でとる方が「多数決」でとる
よりも高くなっている．その要因として，「全部列
挙」では語義タグに対して「暫定の対応」に出現し
た分類番号全てを対応するものとして扱っているた
め対応する分類番号の種類が多い．また「多数決」
では語義タグに対して「暫定の対応」に出現した分
類番号の中で最も出現した分類番号を対応するもの
として扱っており，対応する分類番号の種類は少な
いことが挙げられる．そのため，「全部列挙」と「多
数決」で求める対応は両極端になると考えられる．
したがって，「全部列挙」と「多数決」の中間をと
る方法，例えば分類番号の出現回数に閾値を設け，
一定回数出現した分類番号を対応するものとして扱
うなどの方法で「確定の対応」をとることにより，
さらに対応付けの性能が高まると考える．
また，本研究で扱った BERTよりもパラメータや
次元が大きい BERT-largeモデルや，BERTよりも多
くのデータで事前学習し，かつ事前学習の回数を増
やした RoBERTaモデルを使用することで対応付け
の性能向上が見込まれる．

7 おわりに
本研究では，対応付けのアプローチ方法に事前学
習モデルの BERTを採用し，『岩波国語辞典』と『分
類語彙表』によりタグ付けされた『現代日本語書き
言葉均衡コーパス』を利用して，語義タグと分類
番号の対応をとった．BERTを用いた方法では，既
存のモデルを使用する，BERTを使用した教師なし
の手法と既存のモデルを fine-tuningした，BERTの
fine-tuningの手法を提案し実験を行い評価を行った．
実験結果から，BERTの fine-tuningが最も高い性能
となり，提案手法は比較手法の MFSを上回る結果
だった．以上のことから『岩波国語辞典』の語義
と『分類語彙表』の分類番号の対応付けにおける，
BERTの有効性を示した．
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図 1 訓練データの作成例
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